
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所（法人にあっ
ては、正たる瓶務所
の所ｲE地）

氏躬（法人にあっ
ては、名称及び代墾
行の氏名）

蕊業各の主たる
業１ｍ

注１咳当するロには、レ印を記入してください。特定率業者以外の事業者の方はし印の記入は不要です。

２「基単年度」とは計画期間の前年度を、「目標年度」とは計画期剛の職終年度を、「報告年度」とはilf画期間のうち、今回報告の対蝕となる年度をいいます。
３「躯業所騨排出区分」とは京都府内の卵巣所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自動車迎送噸業者については使用の本拠の位倣を)i(Hii府内とする車両の排
出する温室効果ガスを、鉄道邸業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京都府内における邸業所等の駆業活動に伴い発生する温室効果ガスをいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出風等」の「用途区分」には、○○工増、事務所などの用途を組入してください。「原単位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる指標（生産数駐、延べ床面楓、走
行距離等）を記入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減趾等」のうち「森林の保全及び整伽」の「目概年度（計画）」欄には計画期間中の目標の累訓･を、「報告年胚（実織）」欄には実繊の桑ﾖﾄを組入してください。

６「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基準とした排１１１殿の対比や、省エネ製品１Ｍ１発など他者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調連の採用、特定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの削減など
を記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務所
の所在地）

京都府南丹市八木町美里紫野l番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代表
者の氏名）

日本ミルクコミュニティ株式会社京都工場工場長田中宏治

事業者の主たる
業稲 乳製品製造業

該当する事業者

要件 厩京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

辰濤蟄礫球温暖化対策条例施行規則第'0条第２号又は第$号該当事業者(大規模運送事業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽⅢ0台以上/ﾀｸｼｰ'60台以上/鉄道車両'5０
臓京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針

環境に対する継続的改善と汚染の予防に取り組むため、５つの指針に基づき、環境マネジメントシステムを推進します。

推進体制

事業場内に環境事項に取り組む推進体制を整え実施していく。

環境マネジメン ､システム名称 ISOl4001：２００４ ISOl4001：２００４ ISOl4001I2004 

】範 歯 京都工場サイト内 池上製造所サイト内 京都営業所サイト内
取 卜且キ

ＵＪ 三月日 平成19年３月４日 平成19年３月４日 平成19年３月４日
年度ごとの具体

的な取組及び借
置の状況

年度

2２ 

2２ 

設備、対象、工程等

京都工場

池上製造所

措置内容

ボイラ蒸気供給圧力低減による重油使用量削減。殺菌機水運転中のﾎﾓｹﾞﾅｲｻﾞｰの停止と冷却温度見直しによる電力削減。

蒸気吸収式冷凍機を廃止し、電気式高効率チラーに置換え実施。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）
(１９）年度

(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）
(２２）年度

(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

24,734.0ｔ 19,706.0ｔ -20.3％ 2Ｌ095.8ｔ -14.7％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

113.0ｔ 44.0ｔ -6Ｌ１％ 50.8ｔ -55,0％ 

＊１ 24,847.0ｔ ＊２ 19,750.0ｔ -20.5％ ＊４ ２１，１４６．６ｔ －１４９％ 

削減率の達成は施策実施の効果もありますが、生産量の減少に伴いエネルギー便用量も減少したことが大きく影響していると考えます。

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

｣二Aを１
二酸化炭素換算

生産量

オフィス
二酸化炭素換算

延床面積
二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実織）

128.827ｔ-CO2/千k１ lOL983t-CO2/千k１ -20.8％ 106.850ｔ－００２/千k１ -17.1％ 

50.958ｋ8-002/m２ 49,450ｋ8-002/m２ -3.0％ 36.989ｋ8-002/m２ -2Ｍ％ 

％ ％ 

省エ丞堕軍の取り組みにより､_総排出量及び原単位共に基準年度より低減させることが出来ました。しかし昨年度は生産鼠
が、目標年度で計画した数値を大きく上回ったことにより目標年度の総排出量、原単位には届きませんでした。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

Z這う1JｦFttl翼【

(排出合計一削減等合計）
■■■▲誼エエ
－－￣ ■■■■■■■■■■ 

目標年度（計画）
取組11t等 (二酸化炭素換算）

(整徽面積） hａ (吸収量） ｔ 

(利用鼠） ｍ８ (削減量） ｔ 

(充電鼠） kwｈ (削減戯） ｔ 

(熱供給過） 0Ｊ (削減趾） ｔ 

(鱒入jKl） kwｈ (削減量） ｔ 

(鱒入迩） ｔ (削減凪） ｔ 

一一一一一一一￣ ＊３ ｔ 

基準年度（実績） 目標年度（計画）

＊１24,847,0ｔ (02)-(*!）１９`750.0ｔ 

増減率（計画）

-20.5％ 

報告年度（実績）
取組量等 (二酸化炭素換算）

(鐙側面樹） hａ (吸収風） ｔ 

(利用量） ｍ＄ (削減、） ｔ 

(充電趾） kwｈ (削減!H） ｔ 

(熱供給鯉） 0Ｊ (削減腱） ｔ 

(購入殿） kwｈ (削減駐） ｔ 

(購入、） ｔ (削減El） ｔ 

＊５ ｔ 

報告年度（実績）

(*I)‐($6） ２Ｌ１４６．６ｔ 

増減率（実績）

-14,9％ 
Ｐ巴弍可､四匹昭■ＥＩＬ八コ」イエ

に資する社会貢
献活動

特記事項

事務用消耗品のグリーン調達の推進。会議のペーパーレス化。


